
科目ナンバリングコ
ード

授業科目名

担当教員名

履修可能開始学年 単位数 授業区分

開講年度 開講学期 開講曜日・講時

主要授業科目 クォーター開講科目 セメスター開講科目

科目分類 抽選科目 教室

授業形態種別 授業実施形態

相関するDP(カリキュ
ラム年度2017-2020)

相関するDP(カリキュ
ラム年度2021-)

DP-1 知識と理解 DP-2 創造的思考と考察 DP-3 技術と表現 DP-4 他者理解と協働
DP-5 社会への関心と行

動

相関の有無

科目ナンバリングの
説明ページへのリン
ク

ディプロマポリシー
（DP）の説明ページ
へのリンク

サブタイトル

授業の目的・到達目標

授業の概要

実務経験／実践的教育

授業計画

授業外学習の指示（予習・復習・課題等）

CggZ243201 京都の伝統工芸講座２

淡田　明美、米原　有二

2年 2.0単位 週間授業

2026年度 2026年度3Q、2026年
度4Q 金曜3限

グローバル科目

講義 対面授業

●

https://www.kyoto-
seika.ac.jp/campuslife/class/numbering.ht
ml

https://www.kyoto-
seika.ac.jp/campuslife/class/matrix.html

京都の「伝統」を受け継ぐ工芸作家・職人が語るものづくりの源泉に学ぶ

(1)各分野の講師が語る「伝統と創造」について意欲的に考える姿勢を身につける。
(2)「生活における工芸」「芸術における工芸」「産業としての工芸」の定義や対象を明示的に説明できる。
(3)現代における「伝統」と「工芸」について論じることができる。

京都の伝統美術・工芸に携わる作家や職人、デザイナー等毎回異なる分野のゲスト講師を迎え、それぞれの専門テーマで講義をおこなう。多彩な講師陣はい
ずれも各界の一線で活躍する方ばかりであり、その創造活動に基づいた講義内容からものづくりの技術や背景を学ぶことは得難い機会である。本講義は「京
都の伝統産業実習」（夏季集中授業）の参加に向けた推奨講義としても位置づけられており、講師陣には実習受け入れ先工房・企業も含まれている。

京都の伝統美術・⼯芸に携わる作家や職⼈、デザイナー等の講師がそれぞれの専⾨テーマで講義をおこないます。【実務経験／実践的教育】

授業予定
※ゲスト講師は前年度までの実績例。変更の可能性がある。

（1）ガイダンス（本学教員）
（2）「西陣織」（未定）
（3）「木版画」平井恭子氏（佐藤木版画工房）
（4）「京焼」宮川香齋（真葛焼）
（5）「和紙」林 伸次 氏（黒谷和紙協同組合 紙漉職人）
（6）「京友禅」（株式会社千總）
（7）「金箔」野口康 氏（箔屋 野口 四代目当主）
（8）「漆芸」（未定）
（9）「竹工芸」（未定）
（10）「2025年度 京都の伝統産業実習成果報告展」（学内開催）に学ぶ1（本学教員）
（11）「2025年度 京都の伝統産業実習成果報告展」（学内開催）に学ぶ2（本学教員）
（12）「刺繍」樹田紅陽 氏（繍匠 樹田）
（13）「錦織」龍村周 氏（龍村光峯工房）
（14）全体の振り返り（本学教員）



単位制度の趣旨に則り、次に示す授業外学習(自学自習)時間が必要です。 【1単位につき週あたりに必要な自学自習時間】 クォーター科目：講義・演習　4.
時間、外国語・実習　2.5時間／セメスター科目：講義・演習　2.25時間、外国語・実習　週1.25時間 ※2単位科目の場合は上記を二倍、3単位科目は三倍し
てください。また、演習科目はカリキュラム年度によって授業時間と自学自習時間の配分が異なりますので、シラバスや科目担当者の授業内での指示に従っ
てください。この科目では授業外学習として、以下の内容に取り組んでください。

評価方法・評価基準

履修条件・留意点及び受講生に対する要望

購入必須テキスト

参考文献・作品等

参考WEBサイト（サイト名・URL）

単位制度の趣旨に則り、この授業では1週あたり9時間の授業外学習が必要になる。
講義時に紹介された文献や展覧会、伝統行事などについて調べること。情報館3F TIC資料室の資料を活用してください。

授業参加度：70%
期末レポート：30％

授業内での感想や疑問点等は積極的に各回のコメントカードに記載すること。

なし

京都精華大学　「京都の伝統産業実習」　https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/features/taac.html
京都市　「京都の伝統産業」　https://densan.kyoto/industry/
伝統工芸　青山スクエア（日本の伝統産業）　https://kougeihin.jp/


